


















『日本金融史資料明治大正編』（第 22 巻），大蔵省印刷局，昭和 33 年→「財界動
揺史」
高橋亀吉『大正昭和 財界変動史』上巻，東洋経済新報社，昭和 29 年→『財界
変動史』
原奎一郎編『原敬日記』第 5巻，福村出版，昭和 56 年→『原敬日記』
日本銀行百年史編纂委員会編『日本銀行百年史』第 3巻，日本銀行，昭和 58 年
→『日本銀行百年史』第 3巻
ここで前稿というのは，拙稿「金融機関の破綻と市場機能の崩壊」（Ⅱ）『桃山学
院大学経済経営論集』第 55 巻第 3号のことを言い，前々稿というのは，拙稿
「金融機関の破綻と市場機能の崩壊」（Ⅰ）『桃山学院大学経済経営論集』第 55 巻
第 1・2号，2013 年 10 月をいう。
キーワード：大正バブル崩壊，金融梗塞，財界救済，銀行取付，モラトリアム



























３）「商品受渡困難」『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 17 日付。







年 月 在庫品価格 前月比 （単位千円）









１０月 ２２９，６１１ ▲ ９１７
１１月 ２４７，２９２ １７，６８１
１２月 ２７３，５３８ ２６，２４６






５）「横濱港の滯貨」『中外商業新報』大正 9年 4月 17 日付。
６）『時事新報』大正 9年 4月 10 日付。横浜市編『横浜市史』第 5巻中，横浜市，昭

























８）『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 25 日付。
９）「銀行窮惑」『東京日日新聞』大正 9年 4月 17 日付。
１０）「鐵貨輸送状況」『中外商業新報』大正 9年 5月 8日付。
１１）『中央新聞』大正 9年 4月 21 日付。

























１３）「兩毛機業地窮況」『中央新聞』大正 9年 4月 15 日付。
１４）『中外商業新報』大正 9年 4月 13 日付。

























１６）『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 25 日付。
１７）『大阪朝日新聞』大正 9年 4月 23 日付。




『東洋経済新報』大正 9年 5月 1日号。






















２０）『北海タイムス』大正 9年 4月 17 日付。
２１）『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 17 日付。
その約 1ヵ月後に同紙は西陣の機屋 1500，職工 3万 5000 人のうち，女 4500 人，
男 3800 人余の職工が失業したと報じている。『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 15
日付。
２２）『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 2日付。
２３）『中央新聞』大正 9年 4月 19 日付。




























２５）『大阪朝日新聞』大正 9年 4月 17 日付。
２６）「財界動揺史」512 ページ。
２７）『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 4日付。





























２９）「生産制限新傾向」『中央新聞』大正 9年 5月 2日付。
金融機関の破綻と市場機能の崩壊（Ⅲ） １９３
薪炭油類は石油と石炭は異動はないが，木炭，薪は１割方低落である。建築


























３０）『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 2日付。
























３２）『中央新聞』大正 9年 4月 21 日付。
３３）『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 23 日付。
３４）同時に質屋の利子も値上げが要望されている（1円に対して 3銭 5厘，5円に対
して 15 銭，10 円に対して 25 銭）。
『時事新報』大正 9年 4月 21 日付。
これに対して警視庁は 10 円以上に対しては明治 10 年太政官布告の利息制限法に
より 1円につき 1銭 5厘以上の利子は取れないことになっている。従来 2銭を認
めていたのすら不都合であるのに 2銭 5厘は認められないと報じられている。

























３５）『読売新聞』大正 9年 4月 25 日付。
３６）『中央新聞』大正 9年 5月 7日付。同一の記事が『中外商業新報』大正 9年 5月
7日付にもある。
３７）『時事新報』大正 9年 4月 22 日付。
３８）「失業者問題」『東京日日新聞』大正 9年 4月 13 日付。『大阪朝日新聞』大正 9年
4月 16 日付。「失業者問題」『中央新聞』大正 9年 4月 24 日付。
















































































４１）『中央新聞』大正 9年 5月 13 日付。

























４３）『東洋経済新報』大正 9年 4月 24 日号，7ページ。
４４）「重て瓦落後の財界に就て」『東洋経済新報』大正 9年 4月 17 日号，6ページ。
例えば，生糸の価格についても先行き高を予測していた。
「生絲底入れ模樣」『東洋経済新報』大正 9年 4月 17 日号。
４５）『九州日報』大正 9年 4月 23 日付。
４６）「財界恐慌の原因」『九州日報』大正 9年 4月 30 日付。
























































４９）「財界救濟の一便法」『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 23 日付。
























































５２）「反動緩和策」（５）『時事新報』大正 9年 4月 25 日付。
５３）「反動緩和策」（６）『時事新報』大正 9年 4月 27 日付。




























































５８）『東洋経済新報』大正 9年 4月 17 日号，6ページ。
５９）『日本銀行百年史』第 3巻，22 ページ。





























準之助論叢』第 1巻，原書房，1982 年，76 ページ。
６１）「經濟界前途觀」（６）『中外商業新報』大正 9年 4月 29 日付。
６２）「財界救濟の四綱目」『東洋経済新報』大正 9年 5月 29 日号，6ページ。
６３）「公債募集を中止せよ」『東洋経済新報』大正 9年 5月 15 日号。
これに先だって同誌は公債の即時償還を主張している。





















































６５）「財政當面の問題」『中央新聞』大正 9年 4月 28 日付。
６６）『国民新聞』大正 9年 4月 29 日付。
６７）『東洋経済新報』大正 9年 5月 1日号，1ページ。
６８）『東洋経済新報』大正 9年 5月 8日号，2ページ。


























７０）「株式時事艱難」『中外商業新報』大正 9年 4月 26 日付。
７１）「經濟界前途觀」『中外商業新報』大正 9年 4月 25 日付。
７２）「經濟界前途觀」（４）『中外商業新報』大正 9年 4月 27 日付。




























７４）「財界救濟の一便法」『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 23 日付。
７５）「藏相の經濟演説」『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 24 日付。






















































７７）「經濟界の波瀾」『中央新聞』大正 9年 4月 17 日付。
７８）佐藤生「財界緩和策」（１０）『大阪毎日新聞』大正 9年 5月 7日付。同（１１）『大阪
毎日新聞』大正 9年 5月 8日付。





















































８１）「恐慌の回顧」『万朝報』大正 9年 4月 22 日付。
８２）「財界救濟如何」『万朝報』大正 9年 4月 23 日付。















































































８４）「大阪銀行協議」『東京日日新聞』大正 9年 4月 21 日付。
８５）『東京日日新聞』大正 9年 4月 21 日付。
８６）「財界概觀」『東洋経済新報』大正 9年 5月 22 日号，1－2ページ。
８７）『東京日日新聞』大正 9年 4月 23 日付。
８８）「手形交換高激減」『読売新聞』大正 9年 4月 24 日付。


























９０）「銀行資力減退」『東京日日新聞』大正 9年 5月 16 日付。

























９２）『銀行通信録』第 69 巻第 415 号，大正 9年 5月 20 日，12－14 ページ。
９３）『時事新報』大正 9年 4月 29 日付。
９４）『中央新聞』大正 9年 4月 20 日付。これによると最近金融逼迫により貸出金利が
上昇したことから預金金利も引き上げるという。


















































































９８）「財界概觀」『東洋経済新報』大正 9年 5月 1日号。






































Bank Crisis and Collapse of Markets（Ⅲ）
The Expansion of Economic Slump
and Policy Debates in Mass Media
MOCHIZUKI Kazuhiko
After the crash on April 14 th, symptoms for the expansion of economic
slump were seen in the business and ordinary life. Deals on credit dwindled
and merchants sold and bought by cash. Inventories increased quickly and
storehouses were filled with imported goods. In ports there were many
ships with imported goods waiting for unloading.
Weavers in local areas were also suffered from the price fall of textiles
and evaporated demand for their products. They restricted their
production by cartels and many workers were lay-offed.
Price falls were seen in many goods. Some textile wholesale shops sold in
bargain to consumers directly. In May people saw the price fall wider
spreading.
In mass media there were many policy proposals for the economic
turmoil. Among them some are very curious for us from the present
viewpoint. The Keynesian macro economic theory was not known yet in
those days. As a financial policy many media advocated a rise of interest
rate of BOJ. It was popular that in time of financial panic the central bank
had to lend money to the city banks unlimitedly at higher interest rate as
Walter Bagehot claimed. Some claimed the policy mix of high interest rate
and public expenditure. Such policy mix also seems curious for us.
Others opposed against the government intervention to the economy.
But they said so not because they trusted the market mechanism as M.
Friedman and F. Hayek did but because they didn’t know effective
economic policies.
２２６ 桃山学院大学経済経営論集 第５５巻第４号
Many media held the prospect that the economic slump was temporary
and would recover soon because the short supply was worldwide and
would continue for long time so that the exports would increase in short
time. They were afraid of bubble coming again. They didn’t think the
deflation seriously. But the Japanese economy was trapped in slump for
more than 10 years.
(To be continued)
金融機関の破綻と市場機能の崩壊（Ⅲ） ２２７
